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はじめに 

 

 令和２年７月豪雨において被災された村民の皆様に改め

てお見舞い申し上げます。 

球磨村では今回の災害により、住宅や道路・橋梁等の多

くの貴重な財産が傷つきました。 

そして、住宅に大きな被害を受け、仮設住宅での仮の生

活を余儀なくされ、住まいを含めた生活再建の行く末に悩

みや不安を抱えられておられる村民の方々が多数いらっし

ゃいます。 

 このような状況の中、抜本的な治水対策が完了するには

相当な長い期間がかかると考え、この愛すべき球磨村に住

み続けるには、まずは今できる防災・減災対策を早急に検

討・実施することとし、この報告書をまとめました。 

 この報告書は、球磨村の今後の防災・減災に資すること

を第一の目的としていますが、国内外で頻発している気象

災害への対応の一助となれば幸いです。 

 

球磨村長 松 谷 浩 一 
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この検証報告書は、災害の発生直前に当たる令和２年 7 月 3 日から災害

対策本部を解散した令和 2 年 11 月 2 日までの期間を中心に、豪雨災害の

事象や災害対応の初期及び応急復旧期の活動を中心にまとめたものです。 
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１．令和２年７月豪雨災害の概要  

１）豪雨の概要  

気象状況 

7 月 3 日に東シナ海の梅雨前線上に低気圧が発生し 4 日未明には九州北部地方に進ん

だ。低気圧の東進に伴って 3 日夜には梅雨前線が九州北部地方まで北上、低気圧や前線

に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、九州では大気の状態が非常に不安定となった。 

このため、4 日未明から朝にかけ、熊本県では記録的な大雨となったところがあった。 

大雨の状況 

4 日未明から朝にかけて県の南部を中心に局地的に猛烈な雨や非常に激しい雨が降り、

芦北町付近では 3 時 20 分に約 110 ミリの猛烈な雨を解析し、気象庁は記録的短時間大雨

情報を発表した。その後も天草市、芦北町、津奈木町、人吉市、あさぎり町、球磨村、八

代市付近で 1 時間に約 110 ミリから 120 ミリ以上の猛烈な雨を解析し、記録的短時間大

雨情報を発表した。また、4 日 4 時 50 分に天草・芦北地方、球磨地方、宇城八代に大雨

特別警報を発表した。この大雨特別警報は 4 日 11 時 50 分にすべて警報に切り替えた。 

この大雨で 1 時間降水量では牛深（天草市）の 98.0 ミリを含む 2 地点、3 時間降水量

では牛深（天草市）の 205.5 ミリを含む 7 地点、6 時間降水量では田浦（芦北町）の

325.5 ミリを含む 9 地点、12 時間降水量では水俣（水俣市）の 415.0 ミリを含む 9 地

点、24 時間降水量では湯前横谷（湯前町）の 489.5 ミリを含む 7 地点、48 時間降水量で

は多良木（多良木町）の 418.5 ミリが観測史上 1 位の値を更新した。 
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